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１．はじめに
　中学以降の学習指導要領では、音楽の表現領域とし
て、「歌唱」「器楽」「創作」の三つ。それに鑑賞領域の
「鑑賞」が加わる。現代音楽は、その内容に関わらず、
当然の事ながら今現在、もしくは現在に近い時期に作
曲された音楽であり、いわゆる現代音楽以外のクラ
シック音楽が私たちに示すものが、時代を超えた普遍
的な人間の心情や、様相であったとしても、現代の作
曲家と同じ時代に生まれた私たちが現代音楽を最も私
たちに身近な存在として感じることは自然な事であ
る。しかし、現状はそうではない。
　現代音楽を鑑賞の教材として使用する場合、その多
くは新しい視点の発見による奇抜性に重きを置いた作
品であろう。奇抜か清新かというところは難しい判断
ではある。しかし現代音楽の清新性の感受が現状の音
楽教育で可能かというと非常に難しいと言わざるを得
ない。よって旋律、伝統的な和声を用いず、それ以外
の要素により作られた奇抜性のない現代音楽作品が子
どもたちの興味を引き出す事は難しく、鑑賞教材とし
ては教育効果の低いものとなってしまうだろう。
　本稿では、定義づけの曖昧な現代音楽を、「現代に作
曲された芸術作品」と定義し、教育現場での「鑑賞」
が、奇抜性に秀でた作品に偏る事無く、真に音楽に親
しみ、心に響く授業になることを願い考察するもので
ある。本稿では幼児期から高等教育までの音楽教育の
実情を踏まえて、現場で敬遠されがちな現代音楽の鑑
賞の有効性を見いだしてゆきたい。
２．こどもと音楽
　例えば、いわゆる現代小説と現代音楽に対する現代
人の「興味」における差異は明らかで、現代を象徴し
ている現代小説は好んで読むが、現代音楽はよく分か
らないから聞かないという現象は、国語教育と音楽教
育の性質の差が象徴しているように、日常、言語とし
て扱う素材を用いる「国語」に対し、非日常的な素材
によって構築されている「音楽」の仕組みのわかりに
くさが現代音楽に対する抵抗感を生み出す最も大きな
要因と考えられる。そもそも乳幼児から発せられる言
語は「パパ」「ブーブー」など身近な物質を呼ぶことか
ら始まり、それらを繋いでゆく「文章」へと発展して
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ゆくが、彼らが聴く音楽は、作曲家により作曲された
芸術作品そのもので、それが形づくられるまでの過程
は全く認識されないと言っていい。そしてピアノの鍵
盤のならびや多種多様な楽器のつくりにしろ、様々な
音階を含む音楽理論にしろ、それらは「音楽」を演奏
するために作られたものであり、「音楽」の出発点は楽
器や理論ではなく音楽そのものである。つまり、国語
教育における創作（作文）は、それが優れた作品であ
るか否かを問わなければ、ある程度実現しやすい学習
と考えられるが、音楽の「創作」においては、それが
意図をもって音が配列されて初めて創作と呼ぶことが
出来るのであり、それがなければ、出来たものは「で
たらめ」である可能性が非常に高くなる。
　幼少期から小学校までの音楽教育において創作があ
り得るなら、希有な天才は除き、彼らが触れた音楽を
自ら少し形を変えた音楽として新たに音を並べ直した
瞬間である。それを生み出すためには、様々な質の高
い作品に触れ、音の配列の妙を体感すること無しには
実現しない。幼児期に会得することのできるその体感
は教育現場ではその多くが歌唱であり、それが音楽教
育として妥当か否かは別にしても、それが有効である
理由は、私たちが季節ごとに登場する花鳥風月や人と
のふれ合いについて作曲された歌をいつどこでも思い
出すことができ、それによって季節や事象を何倍にも
味わい深いものとして感じている事が示している。そ
れは、モノとの音楽を通した出会いを意味し、その音
楽との密着度の強い関係によってにインプットされた
旋律やハーモニーが新しい形を作り「創作」の花を咲
かせるのであろう。
３．共感について
　現代音楽を愛好する人たちの割合は全人口からする
と希少であり、それをそれ以外の「子どもたち」に聴
かせようとするのだから、並大抵の努力ではうまくい
かない。しかし現代音楽の作曲家も人の子であり、同
じ時代をもしくは少し古い時代を生きてきた人間であ
る。現代音楽に共感する何かを見いだす事ができれば
生徒が興味、関心をもち聴取に向かう姿勢を獲得でき
るのではないかと考える。
　そもそも奇抜な発想をもって作曲された音楽作品で
あろうとなかろうと、それは生活の中で日頃目にした
り、使用したり、また心にとどめているものを題材と
していることが殆どである。ある意味で作曲とは日常
的なモノや事象を自身の内部のフィルターを通して非
日常的な世界、音楽構造を創造することに他ならない
のであるから、作品を作るきっかけとなった日常的な
モノや事象については共有しやすい共通事項であると
言っていい。しかし、その日常的なものが見えやすい
題材と全く見えない題材が存在するのは確かである。
そこで、題材が見えやすく、共感を得る事が出来、か
つ非日常的な世界がしっかりと描かれていることを現
在の音楽教育の教育効果の高い鑑賞教材の性質として
提示し、実践を行う事を計画した。
４．現代日本歌曲の鑑賞
　本稿ではその３つの性質を兼ね備えた音楽のジャン
ルとして現代歌曲を挙げる。もちろん音楽に魅力があ
る事は必須であるが、鑑賞現代歌曲教材として学習効
果を高めるためには、前述した３つの性質が詩（テキ
スト）において備わっている事が不可欠であると考え
られる。テキストはその性格によりいくつかに分類で
きる。この分類がきっちりとなされていないと、即ち
詩の詩である目的をしっかり捉えることが出来ない
と、学習の目的を見失う事になりかねない。私は学習
に効果的な指導を行うために、題材（その多くはタイ
トル）を抽象的題材、具象的題材、に、さらに具象的
題材については題材自体がテーマとなっているもの
と、題材を文章展開の契機としているものに大別した。
　第一に、題材が抽象的なもの。例えば「愛」「こころ」
「別れ」「問いかけ」など。抽象的なものは、それにつ
いて考えることが誰にでもあるにも関わらず、「○○」
とはこういうものだという定義付けが自己においてな
される事は殆どないと言っていい。詩人が考える「○
○」との抽象的共通事項を見いだしながら理解し、共
感することが鑑賞にむけての過程として不可欠であ
る。
　そして、その詩に対し自分自身が感じた事が音楽作
品への作曲へと繋がる場合は「創作」となるのだが、
聴く場合は「鑑賞」ということになる。しかし、鑑賞
の場合、その抽象的共通事項がもう一人の作曲家とい
う他人によっても共感され、そして作り上げられた楽
曲を自身の共通事項と照らし合わせながら聴き、二つ
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の共感が合わさってさらに大きな感動へと誘われるの
か、それとも相反する共感による作曲によって、新し
い世界を目の当たりにするのか、もちろんそのどちら
でもない事も生じるであろう。どちらにせよそこには
自己と他との「共感」の責めぎあいが存在し、そして
強い興味を生み出してくれるはずである。
　それでは、その３種の題材に付曲され歌われている
３編の詩について具体的な例を挙げてみたい。
　具象的題材を用い、それを文章展開の契機としてい
る詩に、星野富弘 作詩「ジャガイモの花」を挙げる。
　　「じゃがいもの花」
星野富弘　　
　　泥だらけになって
　　じゃがいもを　掘っていたとき
　　ふと見上げた空が　手でさわれそうなほど近かっ
たことを憶えている
　　高いところにあこがれ
　　山の頂きに　立った時
　　なんにもない空が
　　果てしなく　遠かった事を
　　憶えている
　星野氏は「ジャガイモの花」を、詩を象徴する題材
として用い、「ジャガイモ掘り」という誰もが体験した
であろう行為を、結果的に望みを叶えるための契機と
して描いている。空に近づく事、言い換えれば人生に
おいて高みに上る事への憧れの実現が、一生懸命、土
に即ち空とは反対の下方へ向かう「ジャガイモ掘り」
によって不意に訪れる。主人公の視点や心境が大胆に
変化していく事に着目できる詩であり、読者の体験と
作者の思想が自然に合致しやすい共感性に闌けた作品
である。すでに多くの作曲家が付曲しているが、そこ
に着目し、音楽として実現されているかが鑑賞教材と
しての価値を左右すると考える。
　次に抽象的題材として「問いかけ」を挙げる。「問い
かけ」は私自身が付曲したもので、私は岡山から受験
のために１人で上京し、東京の空を眺めながら、自分
がどこへたどり着くのかわからない不安な日々を送っ
ていた。その不安感は今でも忘れることはなく、一つ
乗り越えても生きている以上次から次へと問いかけた
くなる事象は待ち構えている。
　　　「問いかけ ― 序詩」
滝口雅子　　
　　空の庭園のひとつひとつの星の
　　ふきあげのかげに　黙って立ちつくす
　　人よ
　　地上のかなしみを　どんなふうにして
　　過ぎてきましたか　どんなふうにして
　　天の星までたどりつきましたか
　「問いかけ」は誰もが共有している空を題材の中心に
据えているが、この詩で共有しているのは空ではなく、
その空を見ながら天上の人に問いかけている作者の様
相である。今の自分にはあの星へ（天）へたどり着く
未来は見えない。天の星にどうやってたどりついたか
と問いかけている。また、「一つ一つの星のふきあげ」
と書かれており、星一つが一人の人間のこの世を去っ
た姿の象徴として描かれ、さらに今立ちつくしている
であろう「自分」と同じように彼らが身を隠しながら
立ちつくしていると詠むこの幻想的な世界をイメージ
することは容易ではないし、このような様相は誰もが
体験することでは無いと考えられるが、未来を悲観し
て気が遠くなるように感じる事は多くの人が経験する
ことであろう。言い方を変えれば「不安感・絶望感」
の共有であるが、人生の良き終わりを「星にたどり着
く」ことに例え、今現在を乗り越えてゆきたいという
作者の力強い意思も垣間みる事ができる。深く読み込
む設定がしっかりとなされ、表現されている世界に共
感することが出来れば、心に深く突き刺さる鑑賞が期
待できる。
　最後に具象的題材を用い、それ自体が詩の内容に
なっている詩に、橋本國彦が付曲している「斑猫」を
挙げる。
　　　　　「斑猫」
深尾須磨子　　
　　斑猫です
　　南の国の夏のさかりに
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　　甘え ふざけ こびる斑猫です
　　色の主題はとりあつめた焦点の黄色で
　　とり合わされるのが濃青と臙脂と
　　そして紫です
　　斑猫です
　　誘っては逃げ 誘っては逃げ
　　たくみに身をかわし 身をそらし
　　捕えようとする手の尺ばかりを
　　つねに先がけ
　　つねにあとじさり
　　斑猫です
　　花よりもきれいな
　　宝石よりも美しい
　　そのくせ捕え手に死を与える恐しい
　　しかしただ一匹の昆虫です
　　うまくつかまえて襟飾りにでもしてください
　深尾は斑猫の特徴を自由奔放で男性を誘惑し、翻弄
する女性になぞらえている。さらに「斑猫」と「女性」
の間にもう一つ介在しているものが「猫」である。「斑
猫」は、そのまま読めば「まだらねこ」なので、当然
のことではあるが、「猫」の特徴から名付けられた「昆
虫」である。その昆虫の特徴からイメージされる「女
性」というイメージへの連鎖が、この作品の大きな魅
力である。そして、「斑猫」という昆虫は、誰もが知っ
ているとは言えないだろう。反対に「猫」は誰もが確
固たるイメージを持つ事ができる。詩を見てみると３
番まであり、いずれも「はんみょうでーす」で始まり、
「斑猫」を昆虫と確信できるのは３番になって初めて
である。共感でき、新しい物象に対する好奇心をかき
立てさせられる鑑賞教材である。
　これまで現代歌曲作品鑑賞において、学習効果の高
い３種の詩について触れてきたが、次項ではその中で
も「斑猫」を実際の授業実践として取り上げた事例に
ついて述べたいと思う。
　「斑猫」の内容は前述したが、「詩」の内容からいっ
て適する学年は中学２、３年から高校くらいであろう。
橋本國彦は山田耕筰らと並んで、大正から昭和にかけ
て活躍した作曲家であり、フランスに留学した事を
きっかけに作曲において新しい試みを行ったが、歌曲
では日本語と西欧の音楽の融合を試みた。今なお歌わ
れている歌曲には「お菓子と娘」「富士山見たら」など、
シャンソンや唱歌に近い作品と「黴」「舞」（ともに詩：
深尾須磨子）など、現代的作曲手法を用いた芸術性の
高い作品とがあるが「斑猫」は後者である。
　私はＡ高校（仮名）の教諭Ｂ氏に、この「斑猫」によ
る現代歌曲鑑賞を提案し、授業で取り上げていただい
た。歌曲のみならず現代音楽鑑賞に適した教材とは？　
前述したとおり現代に作られた楽曲はすべて現代音楽
だといっても、楽曲の成り立ちに全く現代的な要素が
含まれていなければ鑑賞教材には敵さないであろう。
もちろん現代的な要素は聴き方、感じ方によって聴取、
感受が難しい上、譜面を見てその要素を読み取るのは
容易なことではない。それらの要素は結果的に生徒に
聴取、感受されねばならないので、ある程度はっきり
とした認知が可能な要素を持つ現代作品でなければな
らない。楽曲を見る上で着目すべき要素をできるだけ
音楽教育的な見地により次のように大別する。
　①［音楽の３要素］
　音楽の３要素といえば旋律、和音、リズムであるが、
一般的なそれらを使用しようとしなくても結果的に旋
律は「聴こえてくる音の連続性」として、和音は「音の
重なり」として、リズムは音の配置の「ずれ」として
認知され、現代音楽においてもその３要素は残存する。
　②［演奏形態］
　演奏場所、編成、楽器編成の特殊性など。例えばシュ
トックハウゼンの「ヘリコプター」は、弦楽四重奏と
いう古典的な編成とをとりながら、各奏者が別々にヘ
リコプターに乗り、飛行するヘリコプターの中で、イ
ヤホンを使って他奏者の音を聞きながら演奏する。音
響としてはその騒音とアコースティック楽器音とが融
合した音となる。リゲティの「100台のメトロノームの
ためのポエム・サンフォニック」は、テンポ設定がバ
ラバラな100個のメトロノームを配置し、一斉に鳴ら
すという手法で、演奏形態として特殊なのは楽器のみ
であり、メトロノームを楽器として設定するというア
イデアが見事に生かされている名曲と言える。
　③［形式・音楽語法］
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　楽典で学習する形式と言えば、２部、３部、ロンド、
ソナタ、フーガなどであるが、今や現代音楽が、その
どれかによって楽曲が書かれる事は非常に少ない。形
式は楽曲の構造を形作る最も重要な要素である事は疑
う余地のない事であり、楽曲を知る最も大きな手がか
りと言ってよいであろう。そして形式自体に作曲者が
清新な発想を盛り込もうとする姿は顕著である。音楽
語法については、使用している音階など、なかなか認
知しにくい要素と、ミニマル音楽に代表されるオス
ティナートの使用等、音楽語法自体が現代的な認知し
やすい要素として現れる例も少なくない。
　④［演奏法］
　演奏法は特殊奏法と呼ばれる、例えば弦楽器のsul 
ponticelloやcollegno、管楽器の荒息、打楽器の特殊奏
法のようにこれまで従来行っていなかった新しい楽器
の奏法により表現するものと、グリッサンドを多用す
ることによる新しい音響の構築など、従来の奏法の多
様性を追求したものが挙げられる。
　⑤［表現内容］
　特に歌詞が存在する歌曲の場合は言うまでもなく、
テキストをもとに作曲された器楽作品も、そのテキス
トの内容自体が現代的要素となる。しかし、現代に書
かれた詩や他のテキストであっても、そこから生まれ
た音楽が現代的要素を持っていない場合もあり、詩の
現代性と曲の現代性は双方から必要条件にも十分条件
にも成り得ない。それゆえテキストを伴った歌曲作品
の場合、鑑賞教材としてはあくまでも曲自体が、これ
まで挙げた現代的要素を持っている事が必須であろ
う。
　今回とりあげる「斑猫」についての現代的要素を挙
げる。①［音楽の３要素］については和声においてそ
れまで日本では見られなかった近代和声が使われてお
り、要所では調性のない和声も登場する。
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《譜例１》
　橋本國彦はシェーンベルクに師事した経歴も知られ
ており、近代和声をさらに拡張していこうとしたこと
が見て取れる。高低の音域の広さや連符の多用は通常
の歌曲にはない幅、複雑さを持っており（譜例１）、リ
ズム、旋律線については変拍子を多用し、言葉のリズ
ムに合わせ音の伸び縮みを自由に行っており、詩の現
代的な性格を最大限引き出し、表現する事に成功して
いる。
　③［形式・音楽語法］については詩の形式に沿って
いるといっていい。前奏は１番の主題を殆ど前もって
見せていると言えるが、くるくると転調を重ね、出だ
しに戻ってくるような形態を見せており、抜け道の見
つからないメランコリックな全体の雰囲気を象徴して
いるようでもある。（譜例２）歌が始まると「はんみょ
う」という名称を最後まで謎の生き物として「猫」や
「女性」を連想させながら１番、２番と進み、最後に
謎解きの答えのように「１匹の昆虫です」と明かし、
最後には「首飾りにでも」これまで語ってきた生き物
をあっというまに剥製化してしまう大胆さも興味深
い。主題の展開の手法は、近代の楽曲までの方法にと
どまってはいるが、度々登場する主題は出てくるごと
に変奏曲を思わせるダイナミックな音型による変化を
ともなわせ、大きなスケール感が「はんみょう」に対
する我々の肥大した妄想を暗示しているかのごとく波
のように押し寄せてくる。（譜例１）
　④［演奏法］・⑤［表現内容］について、要素として
この二つを括らざるを得ないのは、この楽曲が詩と表
現と奏法が見事に一体化するように創られているため
である。この歌曲の大きな特徴の一つにレチタティー
ボの多用が挙げられるが、殆ど早口言葉の域に達して
いるこの設定が、昆虫の背中の固さ、冷たさ及び細か
い動き、ぎこちない動きをする細く長い足などを想起
させる。また、「はんみょうでーす」という間延びした
表現とこの部分の差が、一つの昆虫の存在の奥深さ、
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幅広い可能性を感じさせ、ここでもスケールの大きな
音楽として感受される。（譜例３）また、同音の連呼で
形作られているこのレチタティーボ部分のピアノはさ
りげなく主題を嵌めており、楽曲の統一感についての
配慮が丁寧になされている。
　「斑猫」は以上のような特徴を持っており、この楽曲
が充分な現代性を持ち合わせた優れた作品である事が
わかる。
５．授業展開
　このような教材を用いて鑑賞を行う場合、重要なの
は授業展開である。鑑賞の授業展開は通常２通りに分
けられる。一つは、曲を聴いてから解説、説明を行い、
聴いた時のイメージに頭の中で自らが解説を添えて行
く場合。二つ目は、まず曲について出来る限りの解説、
説明を行ったあとに曲を聴く場合である。どちらを選
ぶべきかは、曲の性質と鑑賞の目的により異なる。こ
れは音楽との出会いの設計である。例えばショパン「木
枯らしのエチュード」をタイトルも知らせず、解説も
行わなければ、全く先入観のない頭で聴く事ができる
ので、音楽から各自の自由なイメージを引き出す事が
できるだろう。自己のイメージがタイトルの実際とか
け離れていたり、合致したりすること自体に楽しみを
見いだす事もできる。そして今しがた聴いた音楽を思
い起こしながら、解説によって形作られるイメージと
照合することになる。この場合再度聴く事ができれば
教育効果は高まる。一方、解説、説明を先に聞いた時
は、音楽を聴くまでの間にイメージが膨らみ、聴く回
数は１回でも確固たる映像を頭に描きながら強い印象
を獲得する事が可能となる。
　「斑猫」の鑑賞の実践においては、よりその教材を生
かすために、３番に初めて「昆虫」という文字が出て
くる（斑猫が昆虫であることがばれる）ことをふまえ、
次のような展開を設定した。
１）詩の朗読（１番、２番のみ）
２）聴取（１番、２番のみ）
３）詩の内容の絵画表現
４）聴取（１～３番）
５）歌から受けた印象を発表し合う
６）解説、説明
７）２回目の聴取
８）斑猫の写真を見せる
９）現代音楽鑑賞についての感想を記述し提出させる
　特に重要なのは、詩の内容から、及び楽曲の音楽性
から読みとれる「斑猫」に対しておのおのが独自のイ
メージを構築する事。音楽鑑賞の一連の展開により音
楽自体の魅力を充分に体感することである。８）の斑
猫の写真を見せる場面設定もポイントである。「斑猫」
が昆虫と分かっても、いったいどんな昆虫なのか、ま
だまだ想像を膨らませるのに多分の余地がある。
　それでは、３）詩の内容の絵画表現　について生徒
が描いた絵画をいくつか挙げる。Ａさんの絵は詩の内
容を、自己の常識に当てはめることなく、あるがまま
に描いた逸作である。
　Ｂさんのマダラ猫が南国の島にいるという絵は、最
も多くの生徒が描いた描写で、１番の「南の島～の～」
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をそのまま表現しているものである。
　最後にＣさんのカタツムリであるが、これはのんび
りした最初の曲調を「カタツムリ」で表現したと考え
られ、他の生徒には無い複雑、且つ独創的な感受の仕
方が見てとれる。
　９）現代音楽鑑賞についての感想をワークシートに
記述し提出させることについては、以下のような結果
（数字は人数）になっており、「猫」、「虫」、「女性」と
いうこの詩、楽曲のテーマがしっかりと生徒の興味を
ひきつけ、実のある現代音楽鑑賞が行われたことが裏
付けられている。特に聴くごとに音楽への理解や感受
が深まって行く様子が見て取れ、先に挙げたこの楽曲
の特徴が殆ど書かれていた事は大変な収穫であった。
お葬式の曲みたいだったという感想についてはきっ
と、「はんみょうでーす」が「なんみょうほうれんげー
きょう」に聞こえたのであろう。
ワークシート回収枚数-38枚（　）は人数
１）斑猫について
　　猫の事だと思った。（24）
　　虫と知ってびっくり（17）
　　斑猫が気持ち悪い（６）
　　きれいな虫（１）
　　化け物と思った（１）
２）音楽について
　　リズム、テンポが激しく変わる（９）
　　女性をイメージしていることが興味深い（８）
　　メロディーが暗くて怖い（６）
　　早口言葉が面白い（４）
　　聴いていくうちに内容が分かってきた（４）
　　不思議な曲（３）
　　迫力ある部分があった（１）
　　お葬式のような歌（１）
　　カラフル（１）
　　日本文化的（１）
　　歌声がきれい（１）
　この授業を行ったＢ教諭によれば、鑑賞の授業は好
きではない生徒が積極的に絵の描写、感想の記述を
行っていたこと。絵については「絵が苦手な人は文章
のみで」という配慮にも関わらず全員が絵を描いたこ
となど、通常見られない生徒たちの音楽鑑賞において
の積極的な姿勢を引き出す事が実現されていた。そも
そも音楽は聴きたい人が聴きたいものを聴くもので、
ある意味それを押しつけがましく聴かせることに対し
て異論も出てくるのは、もっともなことであるように
も考えられるが、生徒が読みたくもない詩や本は読ま
せるべきではないと言っては学習など成り立つはずも
ない。確かに、この実践で多くの生徒が感じた「なん
だろう」「他の人はどう思っただろう」という興味は、
楽曲の特殊な神秘性が引き起こしたものであり、それ
が前面に出すぎることにより、本来の鑑賞の目的が歪
んでしまうと危惧されても不思議は無い。しかし、「斑
猫」という音楽の本質はその神秘性の表出にあり、人
と昆虫との共有している何かの発見である。教師はど
のような教材を扱う場合も、楽曲に対し常に俯瞰しな
がら、言い換えればあくまでも音楽芸術として体感し
ながらその特徴、要素を見つめることが必要である。
西田直嗣44
《Ｂさん》
《Ｃさん》
６．終わりに
　鑑賞の意義は、名曲をただ「聴き」、「知る」、「感じ
る」にとどまらず、私たち専門家はもちろん、芸術を
愛好する人々が音楽を聴取する際に習慣として行って
いる、楽曲、情報、感受の要素の取り入れ方を噛み砕
いて示し、生徒がより深い感受へ導き出す方策を体得
することにある。現代音楽を鑑賞教材として扱う場合、
その手はずがより慎重に行われ、本来楽曲が持ってい
る魅力を教師側が引き出さなければならない。そのた
めには楽曲の性質、背景についての教材研究はもちろ
んのこと、いかなる名曲であれ、その音楽のすばらし
さが生徒の興味、関心を呼び起こすとは限らないとい
う事を自然な事として念頭に置き、聴取するまでの過
程、聴取のさせ方、について研究を行わなければなら
（にしだ　なおつぎ）
ない。音楽鑑賞教育を行う上では、それを人との出会
いにも匹敵する「楽曲との出会い」と捉え、その瞬間
をどう設定し、音楽と向き合わせる、あるいは親しま
せるのか熟考する事、言い換えれば作曲家の思索と感
性と経験によって生まれた音楽芸術と、同じように思
索と感性と経験をもって生きている人（生徒）との接
点を丁寧に作り出していく事が求められる。
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